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（完員スピ二子‾〕

創立27周年記念会員スピーチtt物故会長を偲んで－、

初代・二代目会長小花盛雄氏を偲んで

本来ならば当時の幹事であった安藤定助君がスピ

ーチするべきですが、退会されましたので、替って

私からお話致します。

鶴岡R．Cの設立に関しては、山形R．Cの安斎徹先

生が何回も鶴岡に足を運ばれまして、大変ご苦労を

おかけ致しました。実際上は初代会長の小花先生と

幹事の安藤定助君と安斎先生と3人のご苦労による

ところが大変大きいと考えられます。

小花先生と私はあまり接触する機会が少なかった

のですが、当時の会場がひさごやで開催し、月の初

めの例会にはお酒も出たのであります。たまたまそ

の席で、大変うまそうに上手にお酒を飲んでいるよ

うでしたので先生に、お酒は好きですかと尋ねます

と、先生は、「世の中でこんなうまいものはないし、

神様がよく作ってくれたもんだと感謝している」と

申されました。大変にお酒は好きだったようでござ

います。

それから、先生は短歌にも大変造詣が深く、斎藤

茂吉先生の一番弟子と言われた結城哀草果先生が月

に1度位の割合で自宅に来られまして、同好の志の

チャーターメンバー　津　田　晋　介　君

方々が集まって、短歌の研輩を積んでおられたよう

でしたが、或る時小花先生が私に向って、斎藤茂吉

の作った中で一番いい歌を知っているかと尋ねられ

まして、当時の私は知らなかったのですが、山形県

が生んだ日本でも最大の歌人の作品を知らないでは

だめだとしかられた思い出があります。その歌は、

「最上川　しらさか波の立つまでに　ふぶく夕べと

なりにけるかも」の一首でありました。茂吉自身と

しても、芭蕉の「きみだれを集めて早し最上川」に

匹敵する作品がこの歌であると自負しておられたし、

又、自信も持っておられたとの事でございます。

その他にも先生は、オーケストラ等にも関係して

おりまして、きわめて多才な方でありました。

今から約10年前に膵臓ガンにて故人となられまし

たが、その同じ年に相前後して、同じクラブの会員

の五十嵐伊一郎さんが忘くなられましたが、彼も小

花先生と同じ65才でありました。

小花先生は膵臓ガンという病気のため、非常に衰

弱されて、見舞い等も拒否されたそうですが、対象

的に五十嵐さんの場合は、自宅で夕食後テレビを見

あなたが鍵です－会員増強にご協力を／



ておって、時間なのでそろそろと思い奥様が声をか

けたら、冷たくなっていたとの事でした。人間の最

後は死を覚悟しての不治の病で死を迎えるか、死と

いうものを考える暇もなく死を迎えるか、どっちが

良いものかと真剣に考えた事がありました。

小花先生は鶴岡にロータリーを作ったと同時に、

庄内にロータリーの灯を灯された方だと考えます。

人間は誰しも、意識するとしないにかかわらず、

使命をもって生きていると考えられますが、小花先

生は多方面にわたって活躍されました。65年間の生

涯は短かかったかも知れませんが、充分に使命を果

された人生ではなかったかと考えられます。

今は亡き小花先生を、ロータリーの例会に出席し

ながら、時々面影を偲んでおります。

第3代目会長三浦岩治郎氏を偲んで

昭和36年から37年にかけて会長を務められました

三浦岩治郎さんは測量事務所を経営されておりまし

て、石黒慶之助さんの叔父に当る方でありまして、

非常に洒脱な方でありました。

会長就任の挨拶の時に言われた事ですが、小花先

生が二代にわたって非常にしっかりした路線を敷い

ていただいたので、自分の代には、そのレールに乗

って、せめてそのレールからはずれないようにしな

がら、コーヒーの一杯も飲みながら、リラックスし

てやっていきたいと思うと述べられました。

非常に人柄があったかい人でありましたが、大雪

の年に屋根の雪おろしをやった時の心蔵病が原因と

かで、あまり長く病床につく事もなくお亡くなりに

なったと思いました。弔辞を読んだ中でも申した事

でしたが、春の陽が当っている日向の壁によりかか

3代目幹事　小　池　繁　治　署

った時にぬくもりを感ずる時のような人であったと

表現させていただいた事があります。

それから、私の会長時代には金井勝助さんに非常

にお世話になった事がありました。それはロータリ

ーの事で失敗した時にいろいろとかけずり廻ってお

りまして、思い余って金井さんにご相談を申し上げ

たところ、金井さんは熱すぎる風呂に入った事があ

るかと申されまして、その時のようにだまって時の

たっのを待ちながら物事を処するのも必要な事だぞ

と教えていただいた事を思い出します。

三浦岩治郎さんからは、あったかい人柄を教えて

いただき、金井勝助さんからは物事に処する心がま

えを、当時非常に未熟であった私をご指導いただい

た事を今でも大変感謝致しております。

第4代目会長佐藤伊和治氏を偲んで

私は入会して半年位で突然幹事の指名を受けまし

た。ロータリーの事など全然知らない状態で引き受

けさせられたのであります。

佐藤伊和治会長さんにとっては非常に心細い幹事

であったろうと考えられます。それでも毎日のよう

にきまった時間に同じ口調で電話があり、ちょっと

相談があるんだということで五日町の事務所の2階

4代目幹事　三　井　賢　二　君

に通ったものであります。

何もわからないままに手続要覧を2一一3度読みま

して、何んとかアウトラインだけをつかんだのであ

ります。

会長さんも、会長必携を非常に良く勉強しておら

れまして、各ページが赤ペンでまっ赤になっておっ

たと記憶しております。何もわからない私に親切て
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いねいに教えていただいた事を心から感謝致してお

ります。非常にまじめな方であったと思います。

或る時、仙台に於て地区協議会が開催されました

時に、当時は半分位の方々が奥様同伴でありました

ので、大変良い雰囲気でもあった故ですが、佐藤会

長と三浦岩次郎さんご夫妻が帰りに温泉旅館に泊ら

れた時の話でございます。二人でゆっくりと温泉に

入ってくつろいだのであります。三浦さんが一足先

に風呂から上ったので、間もなく佐藤会長も風呂か

ら上りパンツをはいたところが、どうもしっくりし

ないのでよく見ると、どうも三浦さんのパンツらし

いので三浦さんに聞いてみると、まちがいであった

と、二人で大笑いしたと、後日に我々におもしろお

かしく楽しそうに話されていた事を思いだします。

それから佐藤会長は、当時はやっていたttこんに

ちわ赤ちゃん”の歌をしぶい声でうたうのが得意で

ありました。或る親睦の会合で、佐藤会長が少し遅

れてきましたので、私が遅れた人は皆さんが歌う事

になっておりますといいますと、会長は、自分のロ

ータリーの定款にはそんな事は書いていないと申さ

れましたので、私の持っているロ【タリーの定款に

は、まちがいなく書いてありますと頑張りまして、

歌ってもらった事もありました。

それからは毎々その歌を聞かせてもらったのです

が、奥様からはあまり歌わせないで下さいと申し入

れもありましたが、一杯飲んで雰囲気が良くなると

持意の歌を聞かせていただいたのが、なっかしい思

い出であります。

（j長報草⊃
佐藤順治者

1．6月9日は当クラブの創立27周年記念日であり

ます。その記念として、ささやかでありますが、

お祝いの餅を準備致しました。お持ち帰り願いま

す。

2．松田貞夫さん退会

松田さんは会社の都合上、東京本社に転勤する

ことになり、今月限りで退会することになりまし

た。松田さんは、昭和56年9月22日入会され、今

日に到る迄4年8ケ月の間クラブ運営にあたり、

多大の貢献をして頂きましたことは、皆さんご承

知の通りであります。誠に残念ですが止むを得ま

せん。

尚、退会のご挨拶は最終例会日の6月24日にお

願いすることになっておりますが、送別会などの

都合もあるかと思い、本日発表させて頂きました。

「釘事報告）
秋野　　忠君

○ロータリー適用相場変更のお知らせ

ロータリーレート6月1日より（現行180円）

1＄175円に変更。

○ロータリー財団への寄付（ポール・ハリス・フ工

ロー関係も含む）も同じく1＄当り175円が適用

されます。

（新会員紹グし）
斎藤庄司看

中沢　　進君（東京海上火災保険㈱鶴岡支店長）

生れ年　　昭和18年

出身地　　群　馬　県

家　族　　奥様とお嬢様一人

趣　味　　スポーツ、バレーボール

（新会員挨拶〕
中沢　　進署

ご紹介いただきました中

沢でございます。前任地は

群馬県の前橋でございます。

この地域の皆様方や、創立

27年の長い伝統を誇る当ク

ラブを通して、いろいろと

ご指導をいただきたくお願

い致します。

前任者中田同様によろしくお願い申し上げます。



∈空コよりの幸陪）
三井　　徹署

国際平和年を記念して公式ポスターが作られまし

たが、今回始めて日本から、東山魁夷氏の「二つの

月」が選ばれました。原画は東山画伯の指定により

画伯の北欧シリーズの中から「二つの月」が選ばれ

た。英語版、仏語版、　語版の三種類で、合計5干

部出版。近くユネスコ本部から各国ユネスコ国内委

員会及びユネスコNGO団体を通じて配布される。

Gマイ　ルつ

津田晋介君　　三井先生の病院で孫が誕生。

三井　徹君　　津田先生のお孫さんが当院で誕生。

嶺岸光吉君　　津田先生のお孫さん誕生を媒酌人

としてめでたし。

吉野　勲君　　創立㌘周年記念品に当社の製品を

おっかいいただいて。

（ビジ　タ二⊃

鶴岡西R．C　　中村　紘君．児玉光弥君

ロータリー小史1

「寒い冬枯れのシカゴで、ロータリーを創立した

とき、今日のように隆盛な世界的運動に発展すると

考えましたか」とポール・ハリスは生前、しばしば

このような質問をうけたといいます。

これに対する最高の答えは、1947年1月27日ポー

ルが亡くなる前にかきあげた、ロータリー創立記念

メッセージのなかにみられます。そのメッセージの

なかで、彼はつぎのように書いています。

「1905年には、ロ【タリーがこのような世界的運

動になろうとは予想していなかった。早春のころ、

あまり大きくなりそうにない若木をうえるとき、人

はいつの日かそれが、亭亭たる大木に育つであろう

と確信できるだろうか。それは雨と太陽－神の摂

理の微笑にまたなければならないのではないか。若

葉がはじめてもえでるのをみるとき、そのときこそ

人は大いなる木陰を夢みることができるのである」

ロータリー運動は、1905年2月23日の晩、乱雑に

広がったシカゴの街で孤独と疎外感に悩む青年弁護

士ポール・ハリスが、かねてあたためていたアイデ

ィァについて話しあうため、3人の友人と会合した

ときうまれました。その3人とは、石炭商のシルベ

スター・シ【ル、鉱山技師のガスターバス・E・ロ

ーア、そして、仕立業のハイラム・ショーレーでし

た。ポール・ハリスとこの3人は、シカゴ市内のユ

ニティ・ビルにあるローアの事務所で落ちあいまし

た。このユニティ・ビルはシカゴの北ディアボン街

127にいまなおあります

この会合でポール・ハリスは「実業人が友愛の気

持をもって親しみあい、仕事のうえでの知りあいの

輪を広げていくために定期的に集まる会をつくる」

というかねてからのアイディアを提案しました。こ

れについて、4人がいろいろと話しあった結果、一

つの職業から1人だけを会員としてえらんで、男性

のクラブをつくることになったのです。このクラブ

は過に1回、会員の店あるいは事業所を、輪番に会

場としてひらくことにきめました。会場を輪番につ

かうことにしたのは、会員がおたがいの仕事につい

て、よく知ることができるようにするためでした。

この輪番にちなんで、クラブの名称を「ロータリー」

としたのです。

（次回に続く）
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